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Fig. 1. Map showing the location of Shinsen-numa mire（★）and another two mire in the Niseko Mountains,
Hokkaido．●：Itsutsunuma, Raidenyama mire．○：Pankemekunnai mire.

























クリ S . angustifolium Michauxは同所的に出現する
ことが知られており（高橋・佐々木 1998），未開花個
体については両者の識別が困難なためウキミクリと断定できなかった。
今回確認したウキミクリの形態は，浮葉は長さ 90 cmまで，幅は 1.5～3 mm，背面の稜は発達せず，花茎
は 70 cmまでで花序は分枝し，雌性頭花は 2～3個で互いに 1.5～3 cm離れて着性，雄性頭花は最上の雌性頭
花から 3～4 cm離れ，1～6個が近接して着く（Fig. 2）。果実はやや未熟なものも見られたが，卵形で長さ 2.5
～3 mm，幅 1～3 mmである。
なお，神仙沼湿原と雷電山五ツ沼との中間付近標高 940～960 mに位置するパンケ目国内湿原（Fig. 1）に


















Fig. 2. Sparganium gramineum from Shinsen-numa
mire, Hokkaido. M. Yamazaki 00257, Aug. 22,
2000 ; SAPS.
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